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「造形教育をもりあげる会」 

運営委員会 

 

４月「月例会」報告 

 

１．日 時  ２０２２年(令和４年)４月２３日(土) １４：００～１６：3０ 

２．場 所  横浜国立大学教育学部附属横浜小学校(図工室) 

３．参加者  武田・増田・本間・佐伯・森本・阿部・山崎・田口・大高 

本庄・長澤・中澤・大森・飯田・池田・金井・宮川 (１7 名の参加) 

 

４．内 容 

  (1)研修・研究会   

〇実践提案の紹介 ⓵    

附属横浜小学校  大高伸弘先生の実践提案をもとに 

 「コロナ禍で見た子どもの造形活動」の視点から２年間に渡る図画工作科の 

取り組みを紹介 

 ・「学校でできることは何だろう？」という子どもへの投げかけから始まり、「学校でで

きることできないこと」を模索しながら活動を考えていった。 

 ・子どもの「行けないなら作ればいいじゃん」「できないならやったつもりになればい

いじゃん」などの、自由な発想と遊び心が活動をつくり上げていく原動力に。 

子どもたちが自分たちで活動を創り上げていく過程が印象に残った素敵な取り組みだった 

   〇実践提案の紹介 ②    

    横浜市立あざみ野中学校  本庄彩子先生の実践提案をもとに 

          「お愛でたいかたち・いろ」張り子でつくる 

     ・張り子という日本の伝統的な技法を取り入れた素敵な造形活動の紹介 

     ・各地の郷土玩具としての張り子に触れたり、題材名から日本の伝統的な色彩に関心を 

持てるようにしたりと、様々な取り組みの工夫が見られた。 

     ・１６時間という長い時間をかけての活動で、生徒がこだわりをもって夢中で取り組む 

活動となった 

      

  (2)運営会議   

    ① 第６６回造形教育研究大会に向けての話し合い 

      ＜別紙のまとめ＞ 

    ② 次回(５月月例会)予定について 

      ５月２１日(土)１４：００～１６：３０ 鎌倉女子大学幼稚部 

      〇実践提案の紹介と 〇運営会議を  予定 


